
 

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〃
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〄
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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昨
年
、
干
支
の
ヘ
ビ
の
社
史
を
調
べ
て
挫
折
し

た
と
き
に
「
来
年
こ
そ
は
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
の
「
社
楽
」
で
は
馬
の
社
史
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
た
だ
し
、
競
馬
や
牧
場
、
社
名

関
係
は
直
球
す
ぎ
る
の
で
、
会
社
の
マ
ー
ク
や
社

章
に
馬
が
使
わ
れ
て
い
る
企
業
の
社
史
を
見
て

い
き
ま
す
。 

 

ま
ず
、
馬
の
マ
ー
ク
の
参
考
書
で
お
な
じ
み
の

受
験
研
究
社
と
同
じ
会
社
の
『
増
進
堂
百
年
の
歩

み
』（
１
９
９
５
年
刊
）。
巻
頭
で
商
標
「
馬
の
マ

ー
ク
」
の
説
明
が
出
て
い
ま
す
。
厳
密
に
は
騎
士

の
マ
ー
ク
で
、
中
世
の
騎
士
が
主
君
に
忠
実
で
あ

る
よ
う
に
、
増
進
堂
・
受
験
研
究
社
の
出
版
物
も

読
者
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
そ

う
で
す
。 
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謹
賀
新
年
、
馬
の
社
史
で
す
！ 

お
も
あ 

初
代
・
長
谷
川
藤
三
郎
が
荷
馬
車
用
の
馬
を
飼
っ

て
い
て
、
だ
ん
だ
ん
に
馬
が
好
き
に
な
り
、
競
走

馬
も
所
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
図

柄
で
は
騎
手
も
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
馬

の
頭
を
図
案
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
Ｋ
Ｅ

Ｉ
Ｂ
Ａ
印
の
工
具
類
は
、
高
品
質
を
示
す
も
の
と

し
て
、
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

岐
阜
県
高
山
市
の
飛
騨
運
輸
の
社
章
も
馬
で

す
。『
運
送
ひ
と
す
じ
五
十
年
』（
１
９
７
７
年
刊
）

で
は
、
自
動
車
以
前
の
「
荷
車
・
馬
車
時
代
」
の

項
目
か
ら
飛
騨
地
方
の
運
送
の
説
明
が
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。
特
別
寄
稿
「
近
世
飛
騨
交
通
史
考
」（
菱

村
正
文
氏
）
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
創

業
者
・
漆
山
義
雄
に
よ
る
「
随
筆
・
折
々
の
記
」

の
「
馬
と
私
」
で
は
「
私
は
馬
が
好
き
だ
。
丙
午

生
ま
れ
の
せ
い
だ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。」
と

書
き
始
め
ら
れ
、
青
年
期
に
馬
車
宿
で
飼
っ
て
い

た
馬
の
思
い
出
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
科
学
情
報
課
・
高
田
）  

パ
ン
や
お
菓
子
な
ど
で
有
名
な
中
村
屋
の
紋

章
風
の
商
標
に
も
馬
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。『
中

村
屋
一
〇
〇
年
史
』（
２
０
０
３
年
刊
）
の
巻
頭

の
「
商
標
の
由
来
」
に
よ
る
と
、
二
頭
の
馬
が

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
双
馬
す
な
わ
ち
相
馬
に

通
じ
、
創
業
者
の
相
馬
愛
蔵
の
姓
か
ら
と
っ
た

そ
う
で
す
。
二
頭
の
馬
の
上
に
描
か
れ
た
二
つ

の
家
紋
は
相
馬
家
と
夫
人
の
実
家
の
も
の
で
、

先
祖
を
敬
う
よ
う
に
配
し
た
と
載
っ
て
い
ま

す
。
商
標
登
録
は
昭
和
１
２
年
で
す
。 

新
潟
県
三
条
市
の
マ
ル
ト
長
谷
川
工
作
所
が

製
造
す
る
ペ
ン
チ
や
ニ
ッ
パ
ー
類
に
は
、
馬
の

マ
ー
ク
と
「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
が

入
っ
て
い
ま
す
。
『
マ
ル
ト 
は
じ
め
の
物
語
』

（
２
０
０
６
年
刊
）
に
よ
る
と
、
創
業
者
の 
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社
史
室
に
入
室
し
て
正
面
の
目
立
つ
書
架
に

「
社
史
の
窓
辺
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
。
棚
で
４
つ
分
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
、

季
節
感
の
あ
る
社
史
、
話
題
の
会
社
・
業
界
の
社

史
、
こ
の
「
社
楽
」
で
紹
介
し
た
社
史
な
ど
を
、

並
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
マ

ン
ガ
の
社
史
」
「
師
走
の
社
史
」
な
ど
を
特
集
し

ま
し
た
。
み
な
さ
ま
が
社
史
を
手
に
取
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
り
、
社
史
へ
の
興
味
を
広
げ
ら
れ
た

り
す
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
史
室
に

い
ら
し
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 社
史
室
「
社
史
の
窓
辺
」 

●新着社史から  ～ 紙面の関係で、今回も２冊だけですが ～ 

北から南、刊行の新しいものから古いものまで、多くの社史を企業・団体・個人の方々から寄贈 

していただいています。これからも、ご寄贈をよろしくお願いします。 

靴
下
の
中
に
は
… 

当
館
で
は
社
史
類
と
し
て
、
業
界
の
団

体
史
も
集
め
て
い
ま
す
が
、
変
わ
っ
た
装

丁
の
一
冊
が
届
き
ま
し
た
。
奈
良
県
の
広

陵
町
靴
下
組
合
に
よ
る
『
広
陵
町
の
靴
下

百
年
史
』（
２
０
１
３
年
刊
行
）
で
す
。
本

の
ケ
ー
ス
が
な
ん
と
靴
下
。
広
陵
町
は
靴

下
生
産
で
日
本
一
だ
そ
う
で
す
。
広
陵
町

だ
け
で
な
く
、
内
外
の
靴
下
の
歴
史
も
わ

か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

上の写真で、右側が本、左側が靴下（布）のケー

スになっています。靴下に入れやすいように本の

角を丸くしているなど、小さな工夫も。 


